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概 略 

 特別分科会②【高大社連携キャリア教育】 

高大社連携フューチャーセッション成果報告 
～実行委員会によるセカンドステージを振り返る～ 

［報告者］ 2021年度高大社連携フューチャーセッション実行委員 
［コーディネーター］ 鮫島 輝美（京都光華女子大学 健康科学部 准教授） 
［コーディネーター］ 杉岡 秀紀（福知山公立大学 地域経営学部 准教授） 
［オブザーバー］   滋野 哲秀（龍谷大学 文学部 教授） 
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本年度高大社連携フューチャーセッションは、実行委員にとって「社会人を先取りして経験し、

自分の課題を発見する」体験、また「一つの課題に対して、多角的に考え、新たな価値を見いだ

す」体験の場となっていた。 

具体的には、実行委員は、自分たちが中心となって一から企画を考えること、タイムスケジュ

ールに合わせてさまざまなことを決定すること、多くの意見の中から一つの方向性を見いだすこ

との難しさや、委員同士の関係づくりから始める中で、意欲的に関わる者とそうでない者との温

度差などを感じていた。同時に、それは高校での学びにおいても必要なものであり、さらに大学

で何を学ぶのかを決める過程や、どのように専門性を身に付けるのかという将来設計にも通じる

と気付いていた。また、コーディネーター等の多くのサポートを受けながら、１つの企画を練り

上げていくプロセスを踏むことで、社会に出た後に求められる能力について、具体的なイメージ

を持って体験できていた。 

また、実行委員による企画会議は、全てオンラインで行われたが、オンラインならではの困難

さや、会議で委員全員が参加できず、誰とどのように協働するのか、試行錯誤しながら決定する

困難さも学べていた。 

フューチャーセッション開催当日の運営では、全体の進行やファシリテーションの難しさを感

じながらも、委員間で役割分担をして協力し合い、最後までやり遂げたという達成感も味わえて

いた。 

 

 

本分科会は、実行委員自らが、今回の企画での経験を言語化する場となった。高校生の委員か

らは「社会福祉の新たな魅力発見につながり、今後の進路を再考したい」という発言もあった。

このことから、高大社連携フューチャーセッションの目的である「高校生・大学生の立場や地域

を超えて新たなネットワークをつくり、大学・社会に出てからの働き方や自身の今後のあり方な

どについても考える」機会となった。また、委員のグループワークでの対話・交流を視聴した本

分科会参加者からは「実行委員たちが経験やコミュニケーションを通して学び、成長する姿を垣

間見れた」という感想もあった。 

本年度フューチャーセッションは「多様性を尊重する社会について話し合おう！～ジェンダー

問題から考える日本の在り方～」のテーマで開催し、ゲスト講演の良さも手伝って、当日の参加

者にとっては、社会的マイノリティーについて我が事として考える機会となり、満足度も高かっ

た。また、実行委員の満足度も高く、チームとして力を合わせ、１つのものをつくり上げる喜び

を感じていた。さらに、実行委員所属高校へのアンケートでも、参加した生徒の様子に対して「社

会課題についてこれまでよりも、より深く学ぼうとする姿勢が見られるようになった」などの声

が聞かれ、満足度が高かった。 

本フューチャーセッション実行委員会での活動を通して、委員は、企画段階からの主体的な参

画、自分の意見を発言するだけでなく、他者の意見にも耳を傾け、それらを企画に反映させる過

程、また企画書の作成、広報や当日の運営など、今までにない経験に、戸惑いながらも達成感を

全体討論の内容 

到達点と今後の課題 
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感じ、見通しを付けることの大切さにも気付くなど、経験の意義について考えることができた。 

一方で、複数の実行委員がいるからこそ、担当に分かれて効率よく進められたと同時に、全て

オンラインでの準備であったので、積極的に関わる者とそうでない者との差ができ、さまざまな

意見が出て、まとめることに苦労したという意見もあった。しかし、Slack 内で適宜情報を共有し

たので、コーディネーター等が適切な助言ができたと考える。また、高校生が非常に多忙で、企

画会議で委員全員が一度も揃うことがなく、フューチャーセッション当日も模試とバッティング

するなど、日程調整が困難であった点については、今後の課題と考える。 
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2021年度⾼⼤社連携フューチャーセッション
振り返り会

ファシリテーター
鮫島 輝美（京都光華⼥⼦⼤学健康科学部）
杉岡 秀紀（福知⼭公⽴⼤学地域経営学部）
オブザーバー
滋野 哲秀（⿓⾕⼤学⽂学部） 1

本⽇のスケジュール
²14:00 概要説明
²14:10 アイスブレイク
²14:20 「この企画が⾃分にとってどのような体験
だったか︖」

²14:40 意⾒共有
²15:00  発表準備
²15:20  グループ発表
²15:50  講評
²16:00 閉会

2

⾃⼰紹介
²鮫島輝美（さめしまてるみ）
²専⾨︓理論看護学・社会⼼理学（グループ・ダ
イナミックス）

²研究テーマ
「⼈が病や障害を持っても、〈疎外〉されないで⽣

きられるコミュニティや地域をどう作っていくのか︖」
→ 社会的弱者への公的⽀援
→ 社会構成主義の実践への応⽤

3

研究テーマ
²地域⽀援
²介護問題
²学習⽀援
²授業づくり
²学習環境デザイン

²関係論的アプローチ
² アクションリサーチ，現場研究
²質的研究
²当事者研究

4

2017 ⾼⼤社連携フューチャーセッション
² 「地域づくりは誰のためか︖何のため
か︖ ーマルチセクターから考えるー」

⼭添 藤真⽒（京都府与謝野町 町⻑）
森⽥ 賢⽒（京都府福知⼭市役所）
⽵内 弘⼀⽒（KBS京都報道局キャスター）
川⼈ ゆかり⽒（合同会社ミラマール 社⻑）

5

2018 ⾼⼤社連携フューチャーセッション
² 「働くと学ぶをどうつなげるか︖
ー⼈間にしかできない価値とは何
かを考えるー」

⽮島⾥佳⽒（株）和える 代表取締役
塚本 亮⽒ GLアカデミア（株）代表取締役
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2019 ⾼⼤社連携フューチャーセッション
²「これから社会で必要とされる仕事
とは︖」
今井紀明⽒ 認定NPO D×P理事⻑
⽥村篤史⽒（株）ツナグム代表取締役

7

2020 ⾼⼤社連携フューチャーセッション
²「考えてみませんか︖Withコロナ
時代における新しいライフデザイン」
⻑⾕川⼣起⽒ ⾼校魅⼒化コーディネーター
坂下朋紀⽒ ビジネス・ブレークスルー⼤学
柴崎莉菜⽒

8

2021 ⾼⼤社連携フューチャーセッション
²「多様性を尊重する社会について
話し合おう︕〜ジェンダー問題から
考える⽇本の在り⽅」

岡 笑叶⽒（株式会社ファーストペンギン）
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²ゲスト︓全てコーディネーター
²参加者として → 「お客様︖」
²その⽇だけの参加 → 「イベント︖」
²開催場所の問題 北部︖ 南部︖ それとも・・・

→ 学⽣主体の「学び合いの場」となるには︖
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² 7⽉ 第1回実⾏委員会 実⾏委員会 正副委員⻑決定，

企画検討，広報準備，議事録作成,
第2回実⾏委員会，テーマ企画案検討
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第5回実⾏委員会，ファシリテーション講座
² 11⽉ 申込締切延⻑・掲⽰物作成・当⽇役割分担決定，グループ分け
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11

アイスブレイク
²仲間のフルネームが⾔えて書ける
1⼈2分 × ８分

²名前
²学校・⼤学
²名前の由来
²今，ハマっていること
²今⽇の体調

12

スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12

115

特
別
分
科
会
②

第
２
部



テーマ「この企画が⾃分にとってどのような
体験だったのか」

１．学⽣実⾏委員会をやってみて，気付い
たり学んだりしたこと
２．企画から実⾏までやってみて，難しかった
点，またそれをどのように解決したのか，またで
きなかったのか．
３．この学び・気づきを⾃分の将来の「学ぶ」・
「働く」・「暮らす」にどのようにつなげるか．

13
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「働く」・「暮らす」にどのようにつなげるか．

14

発表の準備

20分

15

グループ発表

１チーム ８分
質疑応答 2分

16

杉岡秀紀（福知⼭公⽴⼤学）
滋野哲秀（⿓⾕⼤学・京都教育⼤学）
鮫島輝美（京都光華⼥⼦⼤学）
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講 評

スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16
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高大社連携FS 
ふりかえり会

2021年12月18日 
＠キャンパスプラザ京都＋zoom 

杉岡　秀紀

今年の特徴 

D・コルブの経験学習サイクル

①ハイブリット運営＋slackの活用 

②ニューカマーとオールドカマー
（経験者）のバランス 

③１テーマ・1ゲスト（狭く深く） 

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

杉岡　秀紀（福知山公立大学 地域経営学部 准教授）
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家でもない学校でもない 
「サードコミュニティ」 
（リアル＋オンライン） 

↓ 
ごちゃまぜの 

ミニパブリックス

もう一つの部活 
もう一つの実践的探究 

（プロジェクトの型を実践を通して学ぶ） 
↓ 

消費者視点から生産者視点へ 
※社会人の先取り

高大のギャップを 
当事者自らが埋める 

↓ 
大学・学びたいこと・自分・
地域に対する選択肢を提供

総括（コメント）

スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12
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面辛さ 
苦楽しさ 

cf）スケジュール・企画・講師・チラシ・オンラインオフ
ラインバランス・第１声・ファシリ・意識差・協働など

経験による学び 
（J・デューイ）

スライド 13

スライド 15

スライド 14

スライド 16
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